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通 Das Geld oder die Waarencirkulation」の章だが，私はそこに同語反復と矛盾との複雑な絡み合
いを見出す。それは「ノルウェーでムーアに対して口述されたノート Notes dictated to G.E. Moore
in Norway」――以下「ムーア」と略す――でのウィトゲンシュタインの次の叙述を思わせる。
１０８h 一般に，通常の論理学で与えられる記述は同語反復の記述である As a rule the de-














































である。Im Obersatze wird von einem Wesen geredet, das uberhaupt in jeder Absicht, folglich
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Im Untersatze aber ist nur von demselben die Rede, so fern es sich selbst, als Subjekt, nur rela-
tiv auf das Denken und die Einheit des Bewuβtseins, nicht aber zugleich in Beziehung auf die










































die bedingende Vermittlungになっている」（『大論理学』p. １３４）ところの根拠関係が前提する
「直接態」・「制約 Bedingung」である。ただし当為が当為にとどまる限り，「直接的なもの」は「制
約であることに対して無関心的である」（同 p.１３５）のだが――。


































第一節 価値の尺度 Maβ der Werthe
第二節 流通手段 Cirkulationsmittel
a 商品の変態 Die Metamorphose der Waare
b 貨幣の通流 Der Umlauf des Geldes






的相関 Das wesentliche Verhältnis」章に対応しており，前者の三つの節は後者のやはり三つの下
位区分に照応する。「本質的相関」章の下位区分は次である。
A 全体と諸部分との相関 Das Verhältnis des Ganzen und der Teile
B 力とその発現との相関 Das Verhältnis der Kraft und ihrer Äuβerung
a 力が制約されてあること Das Bedingtsein der Kraft
b 力の誘発 Die Sollizitation der Kraft
c 力の無限性 Die Unendlichkeit der Kraft


















































































































がって「自立的な存立そのものであるところの媒介 die Vermittlung, welche das selbständige Beste-





























すると貨幣は，一方「価値尺度としてのその機能 seine Funktion als Werthmaβ」において「全体」





















は見えない。商品は，その流通の前半においては，貨幣と場所を換える。In ihrer ersten Cirku-











































Marx, K., Das Kapital ,１９９１, Diez, Berlin.（資本論翻訳委員会訳『資本論』第１・２分冊 １９８２～３年 新日本出版社）


























して，舞台に，すなわち商品市場，労働市場，または貨幣市場という市場に登場する。Jedes neue Kapital betritt in er-
ster Instanz die Bühne, d.h. den Markt, Waarenmarkt, Arbeitsmarkt oder Geldmarkt, immer noch als das Geld, Geld,
『資本論』の論理――貨幣または商品流通――（１）
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das sich durch bestimmte Processe in Kapital verwandeln sollen.（p.２５０）
４）次のように説くこともできる。「Aは xである」の Aは偶性個別者であり，「xは Aである」の Aは属性一般者であ
る。それゆえ「Aである A」においては，先の Aの偶性性格が後の Aの一般者性格に規制されている。そしてそのよう
に一般者に規制された個別者の指示機能において実体が指示されるのである。この指示を逆に見れば絶対的なものの開
陳である。絶対的なものがかくして知られ，ここに認識は絶対知を手にする。
５）ラッセルの「確定記述」における一意性の条件は，これは廣松が「世人に追随する」ことと別のことではあるまい。
６）『大論理学』は説いている。
本質の運動は一般に概

念

へ

の

成

である。内のものと外のものとの相関のうちには概念の本質的契機が，すなわち概
念の諸規定は，それぞれの規定が直接に自分の他の規定としてあるだけでなく・全体の総体性としてもまたある，と
いうぐあいに否定的統一のうちにあるというように定立されている，という概念の本質的契機が現われでている。だ
がこの総体性は概念そのものにおいては普

遍

的

な

も

の

であり，――［これは］内のものと外のものとの相関のうちに
はまだ現存していない基礎［である］。――内のものと外のものとの否定的同一性はこれらの［両］規定の一方の他
方への直

接

的

反

転

であるが，この否定的同一性にはさきに事柄となづけられたあの基礎もまた欠けているのである。
――／ここにまだ事柄そのものの内容にみちた運動なしに定立されているような，形

式

の媒介されていない同

一

性

は
きわめて重要であり，注目すべきものである。この同一性はそれの端

緒

にあるような事柄のもとに現われてくる。こ
うして純

粋

存

在

は直接に無

である。一般にあらゆる実在的なものはそれの端緒においてはそのような直接的にすぎな
い同一性である，というのはそれの端緒においてはあらゆる実在的なものは諸契機をまだ対立させたり展開したりし
ておらず，一面では外面態から自己をまだ内

化

しておらず，他面では内面態からそれの活動性によって自己をまだ外
化しておらず・外に現わしていないからである；それだからそれは外のものに対する規

定

態

としての内のものにすぎ
ず，また内のものに対する規

定

態

としての外のものにすぎない。それだからそれは一方では直接的な存在にす

ぎ

ず

，
他方では，それがまた同じく発展の活動性となるべく否定態であるその限りで，それそのものがやっと内のものにす

ぎ

な

い

。（p．２１２）
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